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菌
を
発
見
し
た
。

こ
の
細
閑
は
硫
黄
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
、
二
酸
化
炭
素(C
0
2
)
か

ら
自
分
の
体
で
あ
る
有
機
物
を
作
り
，

出
し
て
増
殖
、
エ
ビ
や
貝
な
ど
の
主

な
餌
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
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【
メ
モ
】
深
海
熱
水
噴
出
孔
は
、

池
中
で
熱
せ
ら
れ
た
水
が
噴
出
す
る

場
所
で
、
プ
レ
ー
ト
境
界
線
上
に
密

集
。
世
界
中
の
深
海
で
3
0
0

カ
所

以
上
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
硫
寅
な

ど
重
金
属
を
多
く
含
む
熱
水
が
出
る
．

周
囲
に
は
、
エ
ビ
や
カ
ニ
、
貝
な
ど

多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
い
る
。

太
陽
光
が
届
か
な
い
深
海
に
あ
る

熱
水
噴
出
孔
周
辺
に
、
硫
黄
を
食
べ

て
生
き
る
細
菌
が
い
る
。
海
洋
研
究

開
発
機
構
（
神
奈
川
県
横
須
聟
市
）

は
、
沖
縄
本
島
沖
の
深
さ
約

1

千
訳

を
有
人
潜
水
調
査
船
「
し
ん
か
い

2

0
0
0

」
で
調
査
し
、
環
境
の
変
化

に
遁
応
し
な
が
ら
硫
黄
を
食
べ
る
細沖縄本島沖 深海の細菌発見

”
暗
黒
の
食
物
述
鎖
“
を
担
う
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9̀ 
慶応大病院に設置された漠方問診
システムを操作する渡辺賢治漢方
医学センター長＝東京都新宿区

“”月屈】司―F寺孟四沿濾
東
京
都
新
宿
区
の
慶
応
大
病
院
。
渡

辺
賢
治
漠
方
医
学
セ
ン
タ
ー
長
に
促
さ

れ
て
問
診
用
端
末
に
向
か
い
合
う
と
、

モ
ニ
タ
ー
に
質
問
が
表
示
さ
れ
た
。
食

や
睡
眠
な
ど
の
生
活
習
四
に
加
え
、
冷

え
、
し
び
れ
な
ど
の
症
状
を
部
位
f
J
と

に
聞
か
れ
、
そ
の
主
観
的
な
弾
度
を

0

S
1
0
0

の
数
値
で
入
力
し
て
い
く
。

約
2
0
0

の
問
診
情
報
に
医
師
が
下

し
た
診
断
や
漠
方
製
剤
の
処
方
な
ど
を

加
え
、
個
人
が
特
定
さ
れ
う
る
情
報
を

除
い
た1
千
項
目
以
上
の
デ
ー
タ
を
1

数式化、治療効果を予測
人
分
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
べ

5

千
人

分
以
上
の
デ
ー
タ
が
寄
租
さ
れ
て
き

た
。「

漠
方
は
、
患
者
の
体
質
な
ど
に
合

わ
せ
て
治
療
法
を
調
整
す
る
個
別
化
医

療
だ
」
と
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
は
解
説
す

る
。
目
の
前
の
患
者
を
、
体
質
や
生
活

環
境
な
ど
が
似
た
過
去
の
患
者
た
ち
と

比
較
し
な
が
ら
、
見
立
て
と
治
療
法
を

選
択
す
る
ー
。
こ
ん
な
方
法
論
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
再
構
成
す
る
に
は
、
ま

ず
症
状
、
診
断
、
治
療
を
く
ま
な
く
デ

ー
タ
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
集
め
た
デ
ー
タ
の
解
析
を

坦
つ
の
は
、
東
京
大
医
科
学
研
究
所

D

N
A
情
報
解
析
分
野
の
宮
野
悟
教
授
、

井
元
清
哉
准
教
授
ら
だ
。

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
初
診
の
患

者
が
、
慶
大
病
院
式
の
漠
方
で
症
状
が

改
善
す
る
確
率
の
計
算
。
確
率
が
高
け

れ
ば
治
療
に
入
り
、
低
け
れ
ば
別
の
方

法
が
な
い
か
模
索
す
る
な
ど
、
治
療
方

針
決
定
の
一
助
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

「
足
の
冷
え
」
を
例
に
と
れ
ば
、

1

2
0

近
い
問
診
項
目
か
ら
、
冷
え
と
関

長
匡
痣
筐
言
串
履
〖
匡 西二

2

千
年
以
上
の
胴
史
を
も
つ
と
さ
れ
る
漠
方
。
西
洋
医
学
に
東
洋
医
学
を
加
え
た
「
統
合
医

療
」
の
可
能
性
を
探
る
厚
生
労
働
雀
の
チ
ー
ム
が
発
足
し
、
あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
る
。
漠

方
活
用
に
関
す
る
肛
労
省
研
究
班
（
班
長
・
黒
岩
祐
治
国
際
医
療
福
祉
大
教
授
）
は

2

月
、
経

験
の
宅
相
か
ら
科
学
的
証
拠
に
藁
づ
く
医
療
へ
の
転
換
を
図
る
べ
き
だ
と
の
提
言
を
発
表
。
漠

た
く
み

方
医
の
「
匠
の
技
」
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

ヘ. . 
係
が
深
い3
5項
目
を
数
学
的
な
方
法
で

選
抜
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
対
象

の
患
者
と
回
答
傾
向
が
似
た
別
の
患
者

の
治
療
記
録
を
比
較
し
、
改
善
が
見
込

め
る
か
判
断
す
る
。
こ
こ
で
治
療
効
果

が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
た
人
の
9
1
%

が
、
実
際
に3
カ
月
後
の
症
状
改
善
が

み
ら
れ
た
と
い
う
。

問
診
デ
ー
タ
か
ら
診
断
を
つ
け
る
試

み
も
行
っ
た
。
漠
方
医
学
で
は
体
質
や

症
状
を
総
合
し
て
「
証
」
と
い
う
診
断

を
つ
け
る
が
、
線
が
細
い
「
虚
証
」
と

体
格
の
い
い
「
実
証
」
を
計
算
で
判
別

す
る
と
、
実
際
に
医
師
が
つ
け
た
判
断

と
8
7％
一
致
。
医
師
の
診
断
支
援
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

井
元
准
教
授
は
「
漠
方
医
学
が
数
式

に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
が
証
朗
で
き
た
」

と
手
応
え
を
語
っ
て
い
る
。

慶
大
病
院
単
独
で
行
っ
て
い
た
こ
の

研
究
は
本
年
度
か
ら
、
全
国
1
0
施
設
に

拡
大
す
る
。
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ
を
集

め
れ
ば
予
測
の
精
度
ア
ッ
プ
が
見
込
め

る
た
め
だ
。

患
者
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
活
用
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
渡
辺
セ
ン
タ
ー
長
は

「
患
者
の
医
療
情
報
を
患
者
に
還
元
し

た
い
。
現
在
も
自
分
自
身
の
治
療
経
過

を
来
院
時
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

る
が
、
将
来
的
に
は
携
帯
端
末
か
ら
自

分
に
合
っ
た
治
療
を
探
せ
る
よ
う
な
仕

組
み
に
し
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い

る
。

食
物
連
鎖
と
は
違
っ

I
I暗
黒
の
食
物

連
鎖I
Iだ
」
と
説
明
す
る
。

'
遺
伝
子
解
析
で
、
こ
の
細
菌
の
仲

い
る
。
抽
上
で
の
生
態
系
に
置
き
換
間
が
世
界
中
の
海
底
の
熱
水
噴
出
孔

え
る
と
、
光
合
成
を
す
る
樟
物
と
同
の
周
辺
に
大
量
に
生
息
す
る
こ
と
が

じ
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
な
判
明
。
こ
の
細
菌
は
硫
黄
を
食
べ
る

る
。
際
、
他
の
化
合
物
と
の
反
応
で
エ
ネ

光
が
届
か
な
い
深
海
で
は
通
常
、
ル
ギ
ー
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
酸
素

生
物
は
ま
ば
ら
に
し
か
い
な
い
が
、
な
ど
を
使
う
グ
ル
ー
プ
と
、
水
素
を

熱
水
噴
出
孔
周
辺
は
高
密
度
に
生
物
使
う
グ
ル
ー
プ
と
が
あ
る
。
酸
素
を

が
生
息
し
て
お
り
多
様
な
生
態
系
を
使
う
細
菌
は
、
光
合
成
を
す
る
生
物

形
成
。
同
機
構
の
研
究
チ
ー
ム
の
山
が
出
現
し
た
約
2
7
億
年
前
以
降
に
繁

本
正
浩
研
究
員
は
「
太
陽
が
起
点
の
栄
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

必
今
回
発
見
さ
れ
た
細
菌
は

両
方
の
食
べ
方
が
で
き
る
の

が
特
徴
だ
。
そ
の
た
め
、
熱

水
の
噴
出
の
状
態
に
よ
り
、

熱
水
に
含
ま
れ
る
酸
素
や
水

素
の
濃
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
環
境
の
変
化
に
遮
応
し
や

す
い
。
山
本
研
究
員
は
「
こ

の
細
菌
が
硫
黄
を
食
べ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
細
菌

の
進
化
の
過
程
を
解
明
す
る

手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
」
と

期
待
し
て
い
る
。

沖
縄
本
島
沖
の
熱
水
噴
出
孔
周
辺
で
発
見

さ
れ
た
細
菌
（
海
洋
研
究
開
発
機
構
提
供
）

渾 径
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1993年、北海道南西沖地震では北海道
・奥尻島で津波が防潮堤を越え、 200人
以上が犠牲になった。後の調査で津波が

構
造
物

北
海
道
南
西
沖
地
震
で
津
9

害
を
受
け
た
奥
尻
島
1
1
9
3

午

1
3日 マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
に
す
む
リ
」

ガ
メ
「
ホ
ウ
シ
ャ
ガ
メ
」
が
、

密
猟
で
急
速
に
生
息
数
を
減

l
-

調
査
チ
ー
ム

「2
0年
~

口密漁相次ぎ一ー］
屯息数急減




